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照葉樹林はブナ科、クスノキ科などの常緑
広葉樹を主体とした森林で、日本では関東
から北陸以南の低地に広く分布していま
す。森林に広がる常緑樹の厚くて光沢のあ
る葉からこの名がつけられました。写真上
は、成熟した照葉樹林で 20m 以上にまで
育つ常緑広葉樹のイスノキ（マンサク科）
の高木。写真左下は、上空から見た照葉樹
林。ブロッコリーのようなもこもことした
樹冠が並びます。写真右下は、常緑広葉樹
のタブノキ（クスノキ科）。葉は硬くつや
があり、夏に実をつけます。
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「黒潮に注目した地史・生物史・人類史」 
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照葉樹ってどんな木？　照葉樹林ってどこにあるの？

冬になっても落葉しない常緑広葉樹は、葉の表面のクチクラ層（ワック
ス状の層）が発達し、つやつやとした光沢があることから照葉樹とよ
ばれます。こうした木々に覆われた常緑広葉樹林が照葉樹林です。日
本ではシイ・カシ類などブナ科をはじめ、クスノキ科、マンサク科、
モチノキ科など多くの樹木が混生して森林を形成します。かつては西南
日本を中心に広く分布していましたが、やがてその多くがスギ・ヒノキ
などの人工林に姿を変えました。また照葉樹林は一度伐採すると落葉
広葉樹の混交林に遷移しやすいこともあり、開発などによってさらにそ
の数を減らしていきました。現在、温帯のまとまった照葉樹林は南九州
を中心に四国の一部、紀伊半島の一部などに点在するばかりです。
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（森林研究・整備機構 森林総合研究所企画部国際戦略科科長）[ 全体監修 ] 佐
さ

藤
と う

 保
たもつ

◀︎▲日本の潜在自然植生（左）と現存する主な照葉樹林（右）
「潜在自然植生」は、人間がまったく手を加えず、その土地の気候や
風土に応じて育つその土地本来の植物を示す。かつて日本の照葉樹林
の面積は、国土の 30 ～ 40％を占めていたと考えられているが、現
在では 1％にも満たないといわれている。

（南西諸島にも常緑広葉樹林は存在するが、本図では亜熱帯域を含んで
いない）
画像提供：東北大学植物園、吉岡邦二（1973）を基に作成（左）　
資料提供：河野耕三（右）

画像提供：宮崎県観光協会

【潜在自然植生】 【現存植生】

● 常緑広葉樹林（照葉樹林）の自然林
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